
ケーブル接続方法説明書

防水Ｆ型ピン付コネクタ圧縮式　5C用
【対象品番】#SSN-WP5CAPN

(1) ケーブルの加工
① A 寸法　外被を 6.0ｍｍ除去します。

② B 寸法　内部導体を残して編組線・アルミラミネート・絶縁体を 5.0ｍｍ除去します。
　C 寸法は 1.0ｍｍ（内部導体先端はケーブルに垂直にカットしてください）

③ 編組線を折り返します。
※右図のように接栓先端の円形部と六角の切り欠け部が絶縁体と内部導体の
　カット幅と一致しているのでケーブル加工の目安にできます

（2）ケーブルの挿入
①（１）で加工したケーブルをピンの挿入部に挿入し、右図の位置まで挿入します。

（3）ケーブルの固定　　　　　
① 圧縮式接栓用工具（＃HT-660XT）を使用し、圧縮します。　

（4）適用ケーブル　　　　　
① 5C-FB、5C-FB-TS ケーブルをご使用ください。

※HFL ケーブルに対応しておりますが、別途挿入工具が必要になります。
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①コネクタを挿入する ②ケーブルを固定する ③ハンドルを握りコネクタを圧縮する 

ケーブルの芯線からコネクタを挿入する。
※ストッパーはホルダーにかからないよう、
　図の位置に固定してください。

ケーブルをホルダーに挟み、固定する。 ハンドルを矢印の方向へ握り、
コネクタとケーブルを圧縮する。

ストッパー ホルダー

※詳細は＃HT-660XT 取扱い説明書をご確認ください。

※ピンは内バネ構造を採用しているためそのまま挿入ください。（カシメ不要）

　（挿入の目安：ピンの先端をナットの先端まで挿入します）
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